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（注 1） 理学部は，大学入試センター試験の５教科７科目の得点（英語は 250 点満点を 200 点満点に換算）が 900 点満点中 630 点以上の者を
第１段階選抜合格者とする。






学部名 募集人員 志願者数（倍率） 第１次選考合格者（倍率）
法　学　部 10人以内 27人（2.7） 22人（2.2）
経 済 学 部 10人以内 32人（3.2） 17人（1.7）




前 期 120人 437人 3.6 408人 3.4 ̶̶ ̶̶
文 系 65 256 3.9 228 3.5 約 3.5 倍
理 系 55 181 3.3 180 3.3 約 3.5 倍
文 学 部 前 期 220 662 3.0 662 3.0 約 3.5 倍
教 育 学 部
前 期 60 228 3.8 228 3.8 ̶̶ ̶̶
文 系 50 192 3.8 192 3.8 約 3.5 倍
理 系 10 36 3.6 36 3.6 約 3.5 倍
法 学 部 前 期 320 807 2.5 807 2.5 約 3.5 倍
経 済 学 部
前 期 230 838 3.6 788 3.4 ̶̶ ̶̶
一 般 180 581 3.2 581 3.2 約 3.5 倍
論 文 25 138 5.5 88 3.5 約 3.5 倍
理 系 25 119 4.8 119 4.8 約 3.5 倍
理 学 部 前 期 311 1045 3.4 1031 3.3 （注 1）
医 学 部 前 期 250 637 2.5 619 2.5 ̶̶ ̶̶
医 学 科 前 期 107 328 3.1 310 2.9 （注 2）
人間健康科学科 前 期 143 309 2.2 309 2.2 ̶̶ ̶̶
看 護 学 専 攻 前 期 70 127 1.8 127 1.8 約 5.0 倍
検査技術科学専攻 前 期 37 99 2.7 99 2.7 約 5.0 倍
理学療法学専攻 前 期 18 36 2.0 36 2.0 約 5.0 倍
作業療法学専攻 前 期 18 47 2.6 47 2.6 約 5.0 倍
薬 学 部 前 期 80 219 2.7 219 2.7 ̶̶ ̶̶
薬 科 学 科 前 期 50 128 2.6 128 2.6 約 3.5 倍
薬 学 科 前 期 30 91 3.0 91 3.0 約 3.5 倍
工 学 部 前 期 955 2515 2.6 2514 2.6 約 3.0 倍
地 球 工 学 科 前 期 185 608 3.3 608 3.3 （注 3）
建 築 学 科 前 期 80 225 2.8 225 2.8 ̶̶ ̶̶
物 理 工 学 科 前 期 235 519 2.2 519 2.2 ̶̶ ̶̶
電気電子工学科 前 期 130 299 2.3 299 2.3 ̶̶ ̶̶
情 報 学 科 前 期 90 306 3.4 306 3.4 ̶̶ ̶̶
工 業 化 学 科 前 期 235 558 2.4 557 2.4 ̶̶ ̶̶
農 学 部 前 期 300 821 2.7 821 2.7 約 3.5 倍





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































側コーディネーターのNik Meriam Nik Sulaimanマ
ラヤ大学教授が本事業の４グループ各々が行う研究
と相互の関わりの重要性について述べた後，水の大
切さを啓発するビデオが紹介された。
その後，グループ４のリーダーである中村正久滋
賀大学教授から基調講演が行われた。
午後からは，各グループに分かれて議論を行い，
今後の研究および交流計画について具体的に案を出
し，全員の前で議論のまとめを行った。学内外から
100人以上が集まった本シンポジウムは，盛会の内
に幕を閉じた。
アジア研究教育拠点事業第１回「リスク評価に基づくアジア型統合的流域管理
のための研究教育拠点」包括シンポジウムを開催
 （大学院工学研究科）
出席者集合写真
グループセッションの様子
研究計画を説明するNik教授
挨拶する小森研究科長
Jamil前副学長補佐に記念品を贈る小森研究科長
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